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大 カフ カス 山地 に お ける Piez が s 属 の 種 間 関係 
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The inter-specific relationship of the genus Pieris, Pieridae, in the Bol’shoy Kavkaz 
Mountains 


Mayumí TAKÁHASHI 
5-13-11, Kita-And6, Aoi-ku, Shizuoka, 420-0881 Japan 


Abstract In the Bol'shoy Kavkaz Mountains and their adjacent northern low mountain areas there 
occur two taxa of the genus Pieris (Pieridae), caucasica Lorcovié and suffusa Sheljuzhko. Based on 
morphological and ecological characteristics, they are here recognized as two good species with the 
scientific names of P. bryoniae caucasica and P. pseudorapae suffusa, respectively. 


Key words Bol'shoy Kavkaz Mountains, Pieris, morphology, ecology, inter-specific relationship. 


1. は じ め に 


1979 年 7 月 下旬 , 当時 の ソヴィエト 連邦 (現在 ロシア 連邦 ) の カラ チャ イエ フス ク ・ チ ェ ル ケッ スク 
地方 に 属す る 大 カフ カス (コー カサ ス ) 山脈 北西 部 の ドン バイ Dombay と チェ ベル ダ Teberda を 中 心 と 
する 地域 で 蝶 類 の 採集 ・ 調 査 を お こ な っ た . その 成果 の 一 部 は すでに 木暮 卒 氏 と 共同 で 1979 年 の 日 
本 鱗 閉 学会 の 大 会 で 講演 し , ま た 木暮 氏 は その 採集 記 を 報告 し て いる (木暮 , 1980 a, b). 


2008 年 12 月 に 行わ れ た 日 本 虹 類 学会 (フジ ミド リ シ ジ ミ S5. fujisanus) の バタ フラ イ ・ フ ォ ー ラ ム で , 
私 は 上 記 採 集 ・ 調 査 で 得 ら れ た 採集 品 の リス ト を 示し て 調査 地点 別 の 蝶 相 の 特徴 に つい て 述べ , さら 
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Fig. 1. Distribution area of Pieris bryoniae caucasica and P. pseudorapae suffusa in the northern 
Bol'shoy Kavkaz Mountains and their vicinity. 
DB: Dombay ドン バイ : TB: Teberda チェ ベル ダ : DZ: Dzhamagat ジャ マガ ー ト : CK: 
Cherkessk チェ ルケ ッ ス ク : ST: Stavropol ス ダ ヴ ロボ ポリ : MN: Mineral’nye-Vodyi ミネ ラ 
リ ヌ イィ イエ - ヴ ォ ド ッ ゥ イ : PG: Pyatigorsk; BS: Black Sea 黒海 
( P. bryoniae caucasica, P pseudorapae suffusa 
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Figs 2-9. Pieris bryoniae caucasica Lorcović, 1968 
(2) 3, fv. Alibek River (DB), 24 July, FL 24.7mm. (3) 4, fv. Alibek River (DB), 24 July, FL 
24.2 mm. (4) Ditto, underside. (5) 4, fv. Alibek River (DB), 24 July, FL 23.4 mm. (6) ẹ, fv. 
Dzhamagat (DZ), 25 July, FL 24.5 mm. (7) Ditto, underside. (8) ?, fv. Dzhamagat (DZ), 25 
July, FL 23.5 mm. (9) Ditto, underside. 


Figs 10-17. Pieris pseudorapae suffusa Sheljuzhko, 1931 
(10) J, fv. Alibek River (DB), 24 July, FL 24.2 mm. (11) Ditto, underside. (12) 4, fae. Vic. 
Cherkessk (CK), 23 July, FL 23.6 mm. (13) Ditto, underside. (14) 4, fae. Stavropol’ (ST), 27 
July, FL 23.8 mm. (15) 4, fae. Mineral nye- Vodyi (MN), 28 July, FL 20.9 mm. (16) 〒, fae. 
Pyatigorsk (PG), 23 July, FL 23.3 mm. (17) Ditto, underside. 
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に Pieris 2 種 の 種 間 関係 に つい て の 問題 を 提起 し た . 


この 報 文 で は この 種 閥 関係 に つい て の 問題 を 改め て と り 上 げ , その 根拠 に つい て 考察 し . さ ら に 今後 
の 課題 を 示す こと に し た い . 


2. 二 つ の taxa の 形態 的 な 特徴 


Eitschberger (1983) の 分 類 に し た が えば , ドン バイ ・ チ ェ ベ ル ダ な ど , 大 カフ カス 山脈 の 内 部 の み に 見 
られ た taxon は , Pieris bryoniae caucasica Lorcovic, 1968, この 山脈 の 内 部 か ら 北 方 に 広がる 低地 帯 に か 
け て 広く 見 られ た taxon は ア P pseudorapae suffusa Sheljuzhko, 1931 に 分 類 さ れる こと に な る . 


まず , taxon caucasica (Figs 2-9) の 形態 的 特徴 は つき の と お り で ある . 


I ORO SEC AREZ US, Sm xS. 前 後 閑 と も に それ ら の 外 半 部 に お いて 表面 次 脈 上 
の 黒人 条 が 発達 する . 


ゃ で は 前 俊 麹 と も に 表面 赴 脈 上 の 暗色 条 が きわ め て よく 発達 し , 前 麹 第 1b 室 お よび 第 3 室 の 暗色 斑 は 
大 型 と な り , 次 脈 上 の 暗色 条 と 融合 する . 


また みす と も に 後 玩 裏 面 の 更 脈 上 の 暗色 条 は よく 発達 し , そ れ ら の 輪郭 は 明瞭 で ある . 


これ に 対し て , taxon suffusa (Figs 10-17) で は , プ と と も に cgzcgsicg に 比べ て 次 形 に 円 味 が あり , 表面 
WR LOB (暗色 ) 条 が 発達 せ ず , と くに 夏 型 で は ほとん ど 消 失 す る . 


春 型 で は , 後 存 裏 面 に 暗色 条 が 現れ る が , cgzcgsicg と は 異な り , そ れ ら の 輪郭 が 不明 瞭 で ぼや ける . E 
型 で は それ ら が 著しく 退化 し , 表面 ・ 裏 面 と も 外観 は モン シロ チョ ウ に 似る . 


HIB EO FEB (SL) と 普通 鱗粉 (*) の 形態 を 示し た も の が caucasica で Figs 18-20, suffusa C Figs 
21-23, モンシロチョウ ア rapae rapae で Figs 24-26 CHA. 普通 鱗粉 は それ ぞ れ 相同 と 思わ れる 長 形 
と 短 形 の も の を 選ん で 示し た . いずれ も それ ぞ れ の taxon を 代表 する と 思わ れる も の を 示し た が , EB 
際 に は か な り の 個別 変異 が あり , 鱗粉 だ け で cgzcgsjcg と suffusa と を 同定 する こと は 容易 で は な い . た 
RL, モン シロ チョウ は 発 香 鱗 の 相対 的 幅 長 や 本 体 の 首 の 部 分 の 形 に よっ て これ ら と 異な る 特徴 を も 
つと みて よい で あろ う . 





交尾 器 を 示し た の が Figs 27-28 C, 一 般 的 に cgzcgsicg で は tegumen 後 端 部 の 亜 背面 に 左右 1 対 の こぶ 
状 隆 起 が 現れ る 傾向 が ある . また valva の 形 は sufusa で は 相対 的 に 前 後に 長く な り , phallus O coecum 
penis が いく ら か 幅広 く な る 傾向 を 示す . 

以上 の よう に 両 taxa に は , We - DEAL, 鱗粉 , 交尾 器 な どの 形態 に いく ら か の 相違 の ある こと が わか る 
が , この よう な 差 が 種 の 違い を 示す の か 、 あ る い は 種 内 の 変異 幅 を 示す の か を 知る た め に は , 野外 に 
お ける 生態 に よる 裏づけ が どう し て も 必要 と な る . 


な お , 両 taxa の 採集 個体 の 前 契 長 は Table 1 に 示し た と お り で ある . と くに sz が sg の 夏 型 で は 山脈 北方 
の 低地 帯 の 個体 の 前 次 長 が 小さ く な っ て いる こと に 注目 され た い . これ は 高温 に よる 発育 期間 の 短 
縮 に も と づく も の と み ら れ る . 


3. 混 生 地 に お ける 生活 史 の ずれ と 行動 様式 の 相違 
大 カフ カス 山脈 内 部 の ドン バイ ー ア リ ベ ク 有川 流域 < 標高 1630-2200 m», 7 チェ ベル ダー ジャ マガ ー ト 
< 標高 1300-1800 m> で は 両 taxa, caucasica と suffusa が 混 生 する . 


私 た ち が 調 人 査 を 行っ た 7 月 下旬 で は , cgxcgsicg は 羽化 の 全盛 期 を 過ぎ て や や 飛び 古 し て は いた が 個体 
数 は 多かっ た . 


これ に 対し て , suffusa で は 飛び 古 し て は いた が 少数 の 春 型 と 多数 の 新鮮 な 夏 型 が 見 られ , 両 taxa の 発 
生 期 に ずれ の ある こと は 明らか で あっ た . 
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Table 1. Forewing length of Pieris bryoniae caucasica and P. pseudorapae suffusa in Dombay- 
Alibek River, Teberda-Dzhamagat and northern lowland of Bol'shoy Kavkaz Mountains. 








Seasonal Average forewing length + SE (mm) 
Taxa form* eX Dombay - Teberda - Northern lowland 
Alibek R. Dzhamagat of B. Kavkaz Mts. 
P bryoniae d 24.5+0.32 (n=31) 24.4+0.42 (n=38) — 
caucasica $ 22.8+1.14 (n=6) 23.4+0.39 (nz19) ーー 


23.8+0.94 (n=7) 22.6+0.82 (n=5) — 

22.6  (n-l) ーー — 
25.8x0.93 (n=6) 24.4+0.39 ( ヵ =27)  23.340.81 (n=18) 
24.7+0.82 (n=3) 23.9+0.40 (n=7) 22.8+0.53 (nz15) 
*fv.: spring form; fae.: summer form 


P. pseudorapae fv. 
suffusa 
fae. 


to 9à 4o 9s 
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Figs 18-20. Scales of Pieris bryoniae caucasica. 
(18) Androconia of male. (19) Normal scales (long shaped) of female in FW cell. (20) Normal 
scales (short shaped) of female in FW cell. 

Figs 21-23. Scales of Pieris pseudorapae suffusa. 
(21) Androconia of male. (22) Normal scales (long shaped) of female in FW cell. (23) Normal 
scales (short shaped) of female in FW cell. 


混 生 地 に お いて 両 taxa の 飛び 方 を 観察 する と , 両者 の あい だ に 明らか な 飛び 方 の 違い が ある こと が わ 
か っ た . caucasica は , ちょ うど 日 本 の ツマ キチ ョ ウ の よう に , 地上 1 一 1.5 m ぐ らい の 高き を 保っ て , ほ 
ぼ 水 平 に 安定 し た 飛び 方 を 示す が , ss の 方 は 地上 1 m 以 下 を 左右 上 下 に 位置 変化 を し な が ら , モ 
ン シ ロ チョ ウ の よう な 不安 定 な 飛び 方 を する の で ある . すなわち 両者 に は 行動 様式 に 明らか な 差 の 
ある こと を 示し た . 


この よう な 人 生活 史 と 行動 様式 の 相違 は , 両者 の 生態 が 質 的 に 異な っ て いる こと を 意味 し て いる と 思 
Ja 


4, 二 つ の taxa は 同種 か 別種 か 


ここ で は caucasica を ヤマ スジ グロ チョ ウ ,suffusa を ニセ モン シロ チョ ウ と し て 論議 を 進め る . 
前 項 で 述べ た 大 カフ カス 山脈 の 両者 の 混 生 地 に お ける 観察 結果 か ら , つ き ぎの 三 つ の 可能 性 を 検討 する . 
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Figs 24-26. Scales of Pieris rapae rapae. 
(24) Androconia of male. (25) Normal scales (long shaped) of female in FW cell. (26) Normal 
scales (short shaped) of female in FW cell. 





Figs 27-28. Male genitalia of Pieris spp. in surveyed area. 


(27) Pieris bryoniae caucasica. (28) Pieris pseudorapae suffusa. A: Ring; B: Inner aspect of 
valva; C: Lateral aspect of phallus; D: Juxta. 
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Figs 29-32. Habitats of Pieris bryoniae caucasica and P. pseudorapae suffusa in northern Bol'shoy 
Kavkaz Mountains and their vicinity. 
(29) Vicinity of Dombay (1650-1700 m) where Pieris bryoniae caucasica and P. pseudorapae 
suffusa inhabit. 
(30) Along the Alibek River (1800-2000 m) where mainly Pieris bryoniae caucasica inhabits. 
(31) Vicinity of Dzhamagat where Pieris bryoniae caucasica and P. pseudorapae suffusa inhabit. 
(32) Vicinity of Cherkessk (500-700 m) where Pieris pseudorapae suffusa exclusively inhabits. 


① 両 者 は 同一 種 内 の 地理 的 変異 ( 亜 種 ) で ある . 


た と えば , Gorbunov (2001) は 両者 を セイ ヨウ スジ グロ チョ ウ (PP) Pieris napi (2i f&dubiosa Rober, 

1907 に 含ま れる も の と し て 扱っ て いる . また Nekrutenko (1990) 1:22 7 71 A EOD 4 O% Pieris (Artogeia) 

napi suffusa と し , “いろ いろ な タイ プ の 地形 (景観 ) に 応じ て それ ぞ れ の 生態 的 な 型 を 表わす "と し て , 
二 つ の taxa を 同一 種 の 種 内 変異 と し て いる 


た と ええ ヤマ スジ グロ チョ ウ と ニセ モン シロ チョ ウ が 亜 種 関係 で ある と し て も , 両 者 は ひと つの 種 の 内 
部 の 変異 で ある か ら , 混 生 地 に お いて 両者 は 自由 に 交配 し , 中 間 型 を 介し て 形質 的 に 融合 し て し まう 
は ず で ある . 

LAL, すくなく と も 私 が 実際 に 調査 し た 両者 の 混 生 地 で は , 両者 は 形態 的 ・ 生 熊 的 に 分 離 し , BAY 
に 異な っ た 存在 の し か た を 示し て いる の で , 両者 は 同一 種 内 の 地理 的 変異 で は あり えな いと 考え る . 
② 両 者 は 同一 種 内 の 遺伝 型 で ある 


ヤマ スジ グロ チョ ウ と ニセ モン シロ チョ ウ は , それ ぞ れ 多く の 個体 変異 を 含ん で いる が , これ ら は い 
ずれ も 同じ taxon 内 の 変異 で あり , 前 者 か ら 後 者 が . ま た は 後者 か ら 前 者 を ., それ ぞ れ 中 間 型 を 含み な 
が ら 生 ずる と いう 現象 は , 採集 個体 か ら み て 認め られ な い . し た が っ て これ も 人 否定 され る . 


③ 両 者 は た が い に 独 立 種 で ある 


つの taxa の 間 に 見 られ る 形態 の 相 佑 , 混 生 地 に お ける 発生 期 の ずれ と 行動 様式 の 相違 か ら す れ ば , 
ヤマ スジ グロ チョ ウ と ニセ モモ ン シ ロ チョ ウ は 同一 種 内 の 変異 で は な く , た が い に 独 立 し た 種 で ある 可 
能 性 が 高い と 考え る こと が で きる . 
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5. 学名 は どう な る の か 


(1) ヤマ マス ジグ ロナ チョ ウ 
Pieris bryoniae caucasica Lorcovic, 1968 と する . 


Taxon bryoniae が セイ ヨウ スジ グロ チョ ウ PZieris gp の 亜 種 で ある の か 独立 種 で ある か に つい て は , R 
近 の 文献 の 多く は 独立 種 と する 見 解 が 多数 を 占め て いる . 


Eitschberger (1983), Schweitzrischer Bund für Naturschutz (1987), Ebert (1991), Hesselbarth (1995), Tolman 
(1997), Tuzov et al. (1997), Tshikolovets (2003) な ど が その 例 で ある . CMS ILMB OEREB ÆREN 
な 差 が ある こと , あ る 個体 群 間 に お ける 雑種 の 妊 性 が 低い こと , な ど を その 根拠 に し て いる . 


これ に 対し て , 両者 を 同一 種 内 の 変異 と する も の に は D'Abrera (1990) や Gorbunov (2001) な ど が ある 
が , これ ら は むし ろ “ 少 数 派 ” で ある . 
変異 と し て いる . 


た と え ヤ マス ジグ ロ チ ョ ウ と ニセ モン シロ チョ ウ が 亜 種 関 係 で ある と し て も , 両者 は ひと つの 種 の 内 
部 の 変異 で ある か ら , 混 生 地 に お いて 両者 は 自由 に 交配 し , 中間 型 を 介し て 形質 的 に 融合 し て し まう 
は ず で ある . 


LAL, すくなくとも 私 が 実際 に 調査 し た 両者 の 混 生 地 で は , 両者 は 形態 的 ・ 生 態 的 に 分 離し , 質 的 
に 異な っ た 存在 の し か た を 示し て いる の で , 両者 は 同一 種 内 の 地理 的 変異 で は あり えな いと 考え る . 


私 は と くに 両者 間 の 不妊 の 問題 を 考慮 し て , bryoniae を zgpz か ら 独 立 し た 種 と し て 認め カフカス 北西 
部 を 基 産 地 す る cgzcgsjcg Lorcovic, 1968 を pyozige の 亜 種 と し て 採用 し た い . 


(2) ニセ モン シロ ナチ ナチ ョ ウ 
Pieris pseudorapae suffusa Sheljuzhko, 1931 と する . 


Taxon suffusa は アゼルバイジャン 産 に 与え そら れ た も の で ある が , シリ ア の ベイ ルー ト か ら 記 載 さ れ た 
pseudorapae Verity, 1908 の 範囲 内 に 含ま れる の で (Eitschberger, 1983) , suffusa % pseudorapae の 亜 種 と 
TA. この よう に 考え る と , 和 名 ニセ モン シロ チョ ウ は taxon pseudorapae 全体 を 指す こと に な る . 


CIC, この pseudorapae を セイ ヨウ スジ グロ チョ ウ の 亜 種 に する か , それ と る も 独立 種 と する か が 問題 
と な る . 


これ まで の 多く の 文献 で は ニセ モン シロ チョ ウ を P ヵ gpi の 種 内 変異 と する も の が 多く 見 られ , Larsen 
(1974), Hesselbarth et al. (1995), Gorbunov (2001), Tshikolovets (2003) な ど が それ に 当たる . それ ら の 中 
"C, Larsen (1974) と Gorbunov (2001) (X pseudorapae *% P. napi D lE f dubiosa Röber, 1907 の 中 に 含め て い 
5. 


これ に 対し て , taxon pyeggo7rgpge 二 セ モ ン シ ロ チョ ウ を 独立 種 と し た も の に は ., Eitschberger (1983), 
Tuzov et al. (1997) 23d5 0 , また Pamperis (1997) は ギリ シャ 産 の も の を Piexs balcanica とし, それ は し ば 
し ば pseudorapae 7z (à meridionalis E され る と 述べ て いる . その 中 で と くに 注目 さき れる こと は , 一 部 
の 地域 で rapi と この balcanica が 混 生 し , た が い に 交 雑 し な いと 記述 し て いる こと で ある . 


私 は と くに 上 記 の 見 解 を 重視 し , ニセ モン シロ チョ ウ pseudorapae と セイ ヨウ スジ グロ チョ ウ napi と 
は 別種 で る る と する 説 を と る こと に する . 


6. 今後 の 問題 


これ まで 述べ た よう に , Pieris 属 の 二 つ の taxa, bryoniae と pseudorapae は , いずれ も 基本 的 に 独立 種 と 
考え られ る が , これ を さら に 確か め ある た め に つぎ の 問題 に つい て 検討 する 必要 が ある . 


Fig. 33 は napi = N, bryoniae = B. pseudorapae = P の 三 者 の 関係 を 示し て いる . すなわち B と P と が N を 
介し て 連続 し て いる (生殖 的 隔離 が な い ) 可能 人 性 が ある か どう か と いう こと で ある . 
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トー の 
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Fig. 33. Relationship among the three taxa of Pieris and isolation. 
N: napi; B; bryoniae; P: pseudorapae. 


も し B と N,N と P と の 間 に 生 殖 的 隔離 が まっ た く 存 在 せ ず , 混 生 地 に お いて 自由 に 交雑 し . し か も 中 
間 型 を 介し て 完全 に 融合 し て し まう な ら ば , B,N,P を 一 つの 種 の 中 の 変異 と する 考え 方 が 妥当 で あろ 
34 


LAL, 前 述 の よう に ,B と N, お よび N と P と の 間 に , 少 なく と も 部 分 的 に 生殖 的 隔離 の ある こと が 知 
られ て お り ,B, N,P が 一 つの 種 を 構成 する 可能 性 は むし ろ 低 いも の と 考え られ る . 


今後 の 課題 の まず 第 一 は , 上 記 三 者 の 間 の 生殖 的 隔離 を 野外 観察 と 交雑 実験 に よっ て さら に 多く の 事 
例 に よっ て 証明 する こと , その 第 二 は DNA の 塩基 配列 調査 の 結果 が この 事実 と どの よう に 一 致し , ま 
た は 矛盾 する の か を 確か め , 改め て 自然 界 に お ける “ 種 " の あり 方 を 追求 し て いく こと で ある と 思う . 
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8. 要 約 


(1) 大 カフ カス 山脈 と その 北方 低地 帯 に お ける Pie7s 属 の 二 つ の taxa, caucasica と suffusa の 分 類 学 上 の 
階 位 に つい て 考察 し た . 


(2) 調査 地域 に お いて , taxon cgzcgsicg は 大 カフ カス 山脈 の 渓谷 地帯 に 限ら れ た 分 布 を 示す が , taxon 
sg が sg は 上 記 の 渓谷 の み で は な く , この 山脈 北 側 の 低地 帯 に も 広く 分 布 す る . 


(3) [OM taxa ll W, SEDE, 鱗粉 や る 交尾 器 な どの 形態 的 特徴 が た が い に 異 な り , ま た 両者 の 混 生 地 
で は 生活 史 や 行動 様式 な どの 生 態 的 特徴 に 明らか な 差 が 見 られ る . 


(4) 二 つ の taxa は た が い に 独 立 し た 別種 と 考え られ , 学名 と 和 名 は つぎ の よう に な る . 


Pieris bryoniae caucasica Lorcovic, 1968. 
ヤマ スジ グロ チョ ウ 


P pseudorapae suffusa Sheljuzko, 1931. 
ニセ モン シロ チョ ウ 
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Summary 


1. I discuss the taxonomic ranks of two taxa, caucasica and suffusa, belonging to the genus Pieris (Pieridae) 
from the Bol'shoy Kavkaz Mountains and their vicinity. 


2. [n the area surveyed, caucasica is distributed only along valleys in the mountains, while suffusa occurs not 
only in the valleys above mentioned but also in the northern low land of that mountains. 


3. They differ in wing pattern, and in morphology of scales and male genitalia; moreover, in the areas where 
they fly together, they also show obvious differences in ecological characteristics such as life history and behav- 
iour. 


4. The two taxa should be treated as two different species and their scientific names are established as follows: 
Pieris bryoniae caucasica Lorcović, 1968. 


P. pseudorapae suffusa Sheljuzko, 1931. 
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